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昭
和
十
五
年
十
二
月
に
発
行
さ
れ
た
「
友
松
」（
二
十
五
号
）
は
、

三
十
三
頁
の
も
の
で
、
以
前
の
も
の
に
比
べ
る
と
、
と
て
も
薄
い
冊

子
に
な
っ
て
い
る
。 

こ
の
年
は
、
皇
紀
元
二
千
六
百
年
、
日
本
は
総
力
を
挙
げ
て
、
こ

の
記
念
す
べ
き
年
を
祝
福
し
て
い
た
。 

し
か
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
戦
を
契
機
に
世
界
の
動
き
が
複
雑
多
岐

に
な
り
、
こ
の
年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
中
止
に
な
り
、
日
本
で
開
か

れ
る
予
定
だ
っ
た
万
国
博
覧
会
も
中
止
に
な
っ
て
い
る
。 

そ
し
て
、翌
年
の
昭
和
十
六
年
に
は
、太
平
洋
戦
争
が
勃
発
す
る
。 

二
十
五
号
の
会
長
挨
拶(

水
島
藤
吉)

に
、 

「
我
が
教
育
界
に
於
い
て
も
、
自
我
功
利
の
思
想
を
排
撃
し
、
皇

道
実
現
の
信
念
を
体
得
し
、
以
て
次
代
の
国
運
発
展
を
担
当
し
、
八

絃
一
宇
の
肇
国
精
神
の
発
揮
に
よ
り
、
東
亜
諸
国
を
指
導
し
得
る
大

国
民
を
養
成
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
、
か
か
る
教
育
百
年
の
大
計
を
図
る
べ

く
、
来
年
度
よ
り
国
民
学
校
の
誕
生
を
見
ん
と
す
る
は
洵
に
喜
ば
し

き
限
り
で
あ
る
。(

中
略) 

 

今
こ
そ
我
が
優
秀
な
る
友
松
会
員
諸
君
は
、
奮
然
蹶
起
し
、
打
っ

て
一
丸
と
な
り
、
よ
く
学
校
の
中
核
、
他
教
師
の
指
導
者
と
な
り
、

日
夜
聖
旨
を
奉
戴
し
、
教
育
の
革
新
、
建
設
に
全
力
を
尽
く
し
、
以

て
大
御
心
に
副
ひ
奉
る
一
大
決
心
を
固
め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
深
く

信
ず
る
次
第
で
あ
る
」 

と
、
時
代
を
反
映
す
る
文
を
書
い
て
い
る
。 

  
「
友
松
」
は
、
こ
の
後
、
二
十
六
号
が
発
行
さ
れ
る
と
、
し
ば
ら

く
の
間
廃
刊
と
な
る
。
戦
時
下
、
財
政
難
等
々
の
理
由
か
ら
発
刊
出

来
な
く
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。 

 

「
友
松
」
の
変
遷 

Ⅱ 
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▽ 

友 

松 

の 

復 

刊 ( 

新 

聞 

型 ) 

 

 

昭
和
二
十
四
年
十
一
月
、
会
誌
が
復
刊
さ
れ
た
。
右
の
写
真
が
復

刊
さ
れ
た
「
友
松
」
で
あ
る
が
、
A3
版
四
ペ
ー
ジ
の
も
の
で
、
新
聞

型
の
も
の
で
あ
る
。 

 

復
刊
号
（
二
十
七
号
）
に
会
長
は
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。 

「（
前
略
）
今
、
終
戦
四
年
に
し
て
、
さ
さ
や
か
な
り
と
は
言
え
、
こ

の
会
報
に
面
し
、
感
慨
深
い
も
の
が
あ
る
と
共
に
、
生
き
た
友
松
会

そ
の
も
の
の
息
吹
を
感
ず
る
。 

 

空
襲
必
至
と
見
て
の
会
館
の
処
分
、
三
十
万
近
い
基
金
を
得
て
安

心
し
た
の
も
束
の
間
、
封
鎖
、
イ
ン
フ
レ
等
で
、
又
、
元
の
黙
阿
弥
、 

そ
の
間
、
主
事
西
川
先
生
を
中
心
に
役
員
各
位
の
御
努
力
、
思
え
ば

言
語
に
絶
し
た
会
の
受
難
期
で
も
あ
っ
た
。（
後
略
）」 

 

会
務
の
概
略
を
み
る
と
、昭
和
二
十
三
年
五
月
に
評
議
会
を
開
き
、 

会
長
に
小
林
梅
茂
氏
を
満
場
一
致
で
選
出
し
て
い
る
。 

 

事
業
計
画
は
、 

 

１ 

会
報
の
発
行
（
年
二
回
位
） 

 

２ 

会
員
名
簿
の
編
集 

 

３ 

弔
慰
金
の
増
額 

 

４ 

会
員
特
志
者
の
研
究
費
補
助 

 

５ 

会
員
の
与
論
調
査 

 

６ 

同
期
生
代
表
者
と
の
連
携 

 

７ 

母
校
教
育
施
設
の
後
援 

等
を
計
画
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。 

  

こ
の
新
聞
型
の
友
松
は
、
十
二
年
の
間
に
五
十
号
ま
で
発
行
さ
れ

て
い
る
。 

 

五
十
号
で
、
小
林
会
長
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

「
会
報
も
五
十
号
を
迎
え
、
昭
和
も
三
十
六
歳
を
重
ね
た
。（
中
略
） 

本
会
は
五
部
門
に
部
制
を
採
用
し
て
二
年
、
会
費
を
増
額
し
て
、
各

部
の
事
業
を
拡
充
し
た
い
と
の
結
論
と
な
り
、
理
事
会
の
承
認
を
受

け
た
。｛
会
費
・
年
額
三
○
○
円
｝（
後
略
）」
と
あ
る
。 

 

こ
の
頃
、
本
会
の
部
制
の
根
幹
が
定
着
し
た
と
い
え
よ
う
。 
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▽ 
 

「 

友 

松 

」( 

冊 

子 

型 ) 

復 

活 

 

会
誌
の
「
友
松
」
は
、
五
十
一
号
か
ら
右
の
よ
う
な
冊
子
型
に
な

り
、
表
紙
に
色
を
使
用
す
る
よ
う
に
な
り
、
会
員
の
絵
を
入
れ
る
よ

う
に
も
な
っ
た
。
ま
た
、
冊
子
の
扉
を
上
質
紙
に
し
て
写
真
を
入
れ

る
な
ど
、
現
在
の
会
誌
の
原
型
と
な
っ
て
い
る
。 

昭
和
三
十
五
年
の
会
員
数
は
、
五
、
四
二
六
人
で
、
予
算
額
は
約

百
六
十
万
円
（
会
費
・
三
○
○
円
）
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。 

当
時
の
問
題
点
と
し
て
は
、
母
校
の
移
転
問
題
が
あ
げ
ら
れ
、
友

松
会
と
し
て
、
母
校
が
、
横
浜
清
水
が
丘
に
移
転
す
る
こ
と
に
反
対

し
て
い
る
。 

 
 

右
の
二
枚
の
写
真
は
、
五
十
号
の
扉
に
掲
載
さ
れ
た
当
時
の
横
浜

国
大
学
芸
学
部
（
旧
神
奈
川
師
範
）
と
、
当
時
の
国
大
付
属
横
浜
小
・

中
学
校
（
旧
神
奈
川
女
子
師
範
）
で
あ
る
。 

 

こ
の
よ
う
な
型
の
会
誌
は
、
年
に
一
回
発
行
さ
れ
、
六
十
六
号
ま

で
続
い
て
い
る
。
昭
和
四
十
一
年
発
行
の
五
十
六
号
か
ら
は
、
会
誌

の
紙
が
上
質
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
は
、
わ
ら
半
紙
の
よ
う
な

紙
に
印
刷
さ
れ
て
い
た
が
、
上
質
の
紙
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、

戦
後
二
十
年
経
ち
、
世
の
中
が
落
ち
着
い
て
き
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

こ
ん
な
所
に
も
世
相
が
う
か
が
え
る
。 
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友 

松 

会 

周 

年 

記 

念 

号 

 

 
 

 

第
七
十
八
号
は
、
友
松
会
創
立
百
周
年
記
念
号
で
、
三
○
○
頁
を

上
回
る
立
派
な
記
念
号
で
あ
る
。 

慶
祝
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
母
校
の
変
遷
、
友
松
会
の
歩
み
、
支
部
だ
よ

り
、
広
い
分
野
で
、
部
活
動
・
寄
宿
舎
生
活
等
々
の
掲
載
文
と
沢
山

の
写
真
で
編
集
さ
れ
て
い
る
。
創
立
百
年
の
想
い
が
、
記
念
号
全
編

に
あ
ふ
れ
て
い
る
。 

母
校
の
変
遷
の
頁
に
あ
る
、
金
子
堅
太
郎
の
書
と
高
橋
是
清
の
書

は
師
範
創
立
六
十
年
記
念
に
揮
毫
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。 
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右
の
写
真
は
、
記
念
号
に
載
っ
て
い
る
昭
和
十
年
当
時
の
神
奈
川

師
範
学
校
全
景
で
、
当
時
と
し
て
は
貴
重
な
航
空
写
真
で
あ
る
。 

こ
れ
を
見
て
、
思
い
出
に
浸
る
者
が
多
い
と
思
う
。 
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第
八
十
八
号
は
、
友
松
会
創
立
百
十
年
記
念
号
で
あ
る
。
こ
の
号

も
二
○
○
頁
を
超
え
る
物
で
、
カ
ラ
ー
写
真
の
頁
が
三
十
頁
に
も
な

っ
て
い
る
。
そ
の
内
の
多
く
の
頁
に
、
記
念
絵
画
展
の
作
品
（
カ
ラ

ー
）
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。 

目
次
を
み
る
と
、
百
十
周
年
祝
辞
（
県
教
育
長
・
横
浜
市
教
育
長
・

川
崎
市
教
育
長
・
国
大
学
長
等
）、
百
十
周
年
記
念
絵
画
展
、
あ
れ
か

ら
十
年
、
特
別
寄
稿
、
豊
か
な
教
育
を
語
る
集
い
報
告
、
松
澤
賞
受

賞
者
報
告
、
同
期
会
、
会
員
ひ
ろ
ば
、
本
部
・
支
部
だ
よ
り
、
各
部

活
動
状
況
等
々
の
記
事
が
満
載
で
あ
る
。 
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昨
年
、
創
立
百
二
十
周
年
記
念
号
（
九
十
八
号
）
が
発
行
さ
れ
た
。 

明
治
二
十
一
年
（
一
八
八
八
年
）
に
発
足
し
た
友
松
会
は
、
百
二
十

年
と
い
う
輝
か
し
い
歴
史
歩
ん
で
き
た
。 

そ
の
間
の
、
会
誌
「
友
松
」
の
変
遷
を
た
ど
っ
て
き
た
が
、
時
代

と
共
に
、
体
裁
も
内
容
も
著
し
く
変
わ
っ
て
き
た
こ
と
が
解
る
。
こ

れ
か
ら
も
、
友
松
会
の
発
展
と
共
に
会
誌
「
友
松
」
の
益
々
の
充
実

を
図
り
た
い
も
の
だ
。 

     

創立120周年記念号 


